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生活密着型ロボット・システムの開発

研究者名：ロボット・メカトロニクス学科 河原崎 徳之，兵頭和人

ホームエレクトロニクス開発学科 一色 正男

1. 研究の目的

本プロジェクト全体の主な目標は、 以下の4点である。

①居住空間における運動制御

多様な環境での歩行や作業を実現するために、 外界センサによって推定した障害物（利用

者も含む）や段差の位置情報と内界センサによって得られる情報から、 制御パラメータ（着

地位置、姿勢、 歩幅）をオンラインで算出し、安定した重心軌道を生成するシステムおよび

周囲の状況（段差の高さ、 階段）によって2足歩行と4足歩行を切り替える歩容生成システ

ムの開発を行う。

②自己診断機能と遠隔地からのメンテナンス

角度センサ、慣性計測センサによって計測される関節角度、 リンク姿勢情報と室内測位シ

ステムによって計測される手先、 脚先の位置情報を照合し駆動システムの異常を検出する

システム、 動作ごとの消費電力とバッテリ残量から動作の実行可能性を判断する診断シス

テムとネットワ ークを介した制御システムの調整を行うシステムの開発を行う。

③情報ハブ機能

HEMS との連携し利用者の行動、健康状態、興味などの特徴を抽出するシステムを開発し、

応じたサー ビスを提供するシステムの開発を行う。

④技術者養成プログラム

本プロジェクトで得られた成果を社会に還元するためには、 「基礎知識や専門知識を実際

に用いて社会・産業の現実問題に応える研究開発や設計を行うことが出来る技術者」を育成

する必要がある。そのため本プロジェクトでは、将来の産業を担う人材の育成する環境を構

築し、 産学連携による実製品の開発を通じた高度技術者の養成プログラムの開発を行う。

2. 研究の必要性及び従来の研究

ロボットは人手不足や高齢化の問題を解決する切り札として着目されている半面、 現在

実用化されている分野は産業用、エンターテインメント用、ホビー用とごく限られている状

況にある。 一方、利用者にとって親和性が高いことから人型のインター フェースを有する情

報ハブとしてのロボット（生活密着型ロボット）への期待が高まっている。

人間の居住空間においてサー ビスを提供する人型ロボットの実現を阻む主な要因として

は、①多様な環境（段差、 階段、 障害物）への対応能力の低さ、 ②専門のスタッフの付き添
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